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は　じ　め　に

　学校は、子どもの健やかな成長と自己実現を目指して学習活動を行うところであり、その基盤と

して安全で安心な学校環境と通学路の確保が求められております。

　しかしながら、平成30年１月には岡山県赤磐市において下校中の児童の列に車が突入した交通死

傷事故、同年５月には新潟市において下校中の児童の連れ去り殺害事件、同年６月には大阪府高槻

市において登校中の児童の地震によるブロック塀倒壊死亡事故が発生するなど、児童生徒等が被害

に遭う事件や事故が後を絶ちません。

　本事業は、文部科学省委託による「交通安全領域」に係る事業で、平成25年度に能代市で開始し

てから今年度で６年目となります。

　今年度、事業の実施地区である仙北市、美郷町には、合わせて10の小学校があり、各校とも以前

から地域の方々の協力を得ながら児童の交通安全教育に取り組んでおりましたが、本事業の実施に

よって、改めて自校の取組を見直していただくことができました。

　主な成果としては、

　１　合同点検では、学校・道路管理者・警察の三者のほか、ＰＴＡ関係者等を含めた地域との連

携体制を強化することができた。

　２　危険箇所対策の協議では、関係者が一同に会して話し合うことで、相互の連携と継続した交

通安全対策の必要性を確認することができた。

  ３　交通安全教育では、実際の道路を横断している感覚で取り組むことができる歩行環境シミュ

レータを活用することで、児童が安全な横断方法を学習することができた。

　４　通学路安全対策アドバイザーから、危険箇所の合同点検や登校時間帯における実地調査を踏

まえた助言をしていただいたことで、警察や道路管理者等の関係機関へ具体的な要望を行うこ

とができた。

などが挙げられます。

　子どもの交通事故を防止するためには、危険を予測し安全な行動をとることができるよう交通安

全教育の徹底を図ることや、安心して登下校ができる通学路を確立することが不可欠です。今後も

学校と地域の関係機関が連携・協働し、通学路の安全確保に向けた取組を進めていきたいと考えて

おります。

　最後になりましたが、本事業に御協力いただきました皆様に対し、心から感謝申し上げます。

　平成31年２月

                 　         　　　　　　　　　　秋田県教育庁保健体育課

                                         　 　　　  課長　高橋　周也高橋　周也



目　　　　　次

はじめに

　Ⅰ　通学路安全推進事業の概要図…………………………………………………………………  1

　Ⅱ　通学路安全推進事業の紹介……………………………………………………………………  2

　Ⅲ　推進委員会の開催………………………………………………………………………………  4

　Ⅳ　合同点検…………………………………………………………………………………………  6

　Ⅴ　登校時間帯の点検……………………………………………………………………………… 11

　Ⅵ　危険箇所対策の協議…………………………………………………………………………… 12

　Ⅶ　危険箇所改善の取組…………………………………………………………………………… 14

　Ⅷ　「歩行環境シミュレータ」を活用した交通安全教育 ……………………………………… 16

　Ⅸ　通学路安全マップ……………………………………………………………………………… 20

　Ⅹ　資料編

　　１　通学路の交通安全の確保に関する有識者懇談会　意見のポイント…………………… 25

　　２　通学路の交通安全の確保に向けた着実かつ効果的な取組の推進について…………… 26
　　　　（平成25年12月６日付　別紙）

　　３　通学路の交通安全確保に向けた取組の更なる推進について…………………………… 28
　　　　（平成28年11月28日付　別紙）



Ⅰ　通学路安全推進事業の概要図Ⅰ　通学路安全推進事業の概要図

県教育委員会県教育委員会

　推進委員会

　県道路管理者、県警察、大

学関係者等の学識経験者によ

り構成。

　広域的な通学路の交通安全

対策の検討及び通学路安全対

策アドバイザー派遣の決定な

ど、本事業の効果的な実施を

推進する。

市町村教育委員会市町村教育委員会

　事業方針の策定

　地域の実情を踏まえた合同点検及び対策の検討・

実施、交通安全教育について方針を策定する。

　交通危険箇所のとりまとめ

　各学校において、児童の目線に立って通学路の安

全点検を実施し、交通危険箇所を抽出する。

　その後、市町村教育委員会は、各学校で抽出した

交通危険箇所をとりまとめ、関係機関と合同点検を

実施する必要が認められる危険箇所を抽出する。

　合同点検の実施

　警察、道路管理者、学校関係者等と合同点検の日

程調整を行い、合同点検を実施する。

○　登校時間帯点検の実施

　児童の登校状況、交通量等を把握する必要が

ある危険箇所について、通学路安全対策アドバ

イザーが登校時間帯の点検を実施し、学校に対

策等を助言する。

○　危険箇所対策の協議

　学校関係者、関係機関、地域住民により構成

され、個々の危険箇所対策について協議・検討

する。必要に応じて地域の総意として対策を要

望する。

○　学校における交通安全教育の実施

　各学校において、歩行環境シミュレータを活

用した安全教育を実施する。

　通学路安全対策アドバイ

ザーの委嘱

　道路行政に詳しく、道路整

備や交通規制の専門的知見が

ある有識者をアドバイザーと

して委嘱する。

　事業の普及啓発

　事業の取組状況等につい

て、実践事例集を作成し、県

内の全小学校に配付して、普

及啓発を図る。
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１　事業が行われることとなった背景

　⑴　平成24年４月、京都府亀岡市で集団登校の列に自動車が突入し、多数の死傷者を出した交通

事故が発生するなど、全国的に登下校中の児童が巻き込まれる重大交通事故が相次いで発生し

た。

　　　こうした事故の発生を防ぐには、交通安全指導や集団登下校などの学校のソフト面での対策

だけでは十分ではなく、道路・交通行政によるハード面での対策が必要であり、警察や道路管

理者等の関係機関と連携した取組が求められた。

　⑵　平成24年に文部科学省、国土交通省、警察庁の３省庁による通学路の危険箇所に関する緊急

合同点検を実施し、これに基づく対策の検討を行った。

　　　本県では、561箇所が危険箇所で対策が必要とされ、学校及び関係機関による対策が進めら

れた結果、平成30年３月末で534箇所が対策済みとなっている。

２　事業の目的

　上記の背景を踏まえ、通学路における安全を確保するため、対策が必要な市町村に対し、通学

路安全対策アドバイザーを派遣し、専門的見地からの必要な指導・助言の下、学校、教育委員会

及び関係機関等の連携による通学路の合同点検や安全対策の検討及び交通安全教育を行うもので

ある。

３　事業の内容

　⑴　推進委員会の開催

　　　県教育委員会は、事業の円滑な実施を図るため、県教育委員会、県道路管理者、県警察本部

及び大学関係者等の学識経験者により構成される推進委員会を開催する。

　　　推進委員会は、市町村教育委員会等の関係機関と十分に調整を行い、通学路の交通安全対策

の検討及び通学路安全対策アドバイザーの派遣を決定する。

　⑵　通学路安全対策アドバイザーの派遣

　　　県教育委員会は、学校や地域の実情を踏まえて、道路整備や警察行政など、交通安全の確保

に関する専門的な知見がある有識者を通学路安全対策アドバイザーとして委嘱し、市町村に派

遣する。

　　　通学路安全対策アドバイザーは、小学校における通学路の安全点検への立会い・助言や協議

会における具体的な対策の検討・立案に関する助言等の支援を行う。

　⑶　危険箇所対策の協議

　　　市町村教育委員会は、学校、ＰＴＡ、地域住民、道路管理者及び警察等で構成される協議会

を開催し、通学路安全対策アドバイザーによる専門的な見地からの指導・助言の下、危険箇所

に対する具体的な対策の検討・立案を行う。

　⑷　交通安全教育の実施

　　　県教育委員会は、通学路安全対策アドバイザーを含む交通安全教育の専門家の協力の下、児

童に対する交通安全教育を実施する。

Ⅱ　通学路安全推進事業の紹介Ⅱ　通学路安全推進事業の紹介
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４　具体的な実施内容

　⑴　学校による通学路の交通危険箇所点検

　　　各小学校において通学路の点検を行い、児童の目線で交通危険箇所を抽出する。

　⑵　関係機関との合同点検

　　　市町村教育委員会は、各学校において抽出された危険箇所を精査し、関係機関と対策を検討

する必要が認められる危険箇所について、通学路安全対策アドバイザーの派遣を受けて合同点

検を実施する。

　　　合同点検は、市町村教育委員会､学校、ＰＴＡ、地域住民、道路管理者及び警察等の参加に

より実施する。

　⑶　通学路安全対策アドバイザーによる登校時間帯の危険箇所点検

　　　危険箇所における児童の登校状況、交通量等について通学路安全対策アドバイザーが点検し、

学校での対策及び関係機関に要望する対策について学校に助言を行う。

　⑷　危険箇所対策の協議

　　　合同点検を実施した結果、特に対策を検討する上で地域住民と協議が必要である危険箇所に

関して協議会を開催する。

　　　協議会では、地域住民との合意形成を図りながら、関係機関等と対策について検討する。

　⑸　交通安全教育の実施

　　　県教育委員会は、児童の道路横断中の事故が多いことを踏まえ、通学路安全対策アドバイザー

等の協力の下、道路横断時の危険を擬似体験できる歩行環境シミュレータ等を活用した交通安

全教育を行う。

　⑹　事業の普及啓発

　　　事業を実施した内容、成果、課題等について実践事例集を作成し、県内の全小学校等に配付

して普及啓発を図る。

平成30年度通学路安全推進委員会　委員名簿

所 属 及 び 役 職 氏　　名

委員長 秋田大学理工学部システムデザイン工学科教授 浜岡　秀勝

委　員 国土交通省東北地方整備局秋田河川国道事務所道路管理第二課長 佐々木博臣

委　員 国土交通省東北地方整備局湯沢河川国道事務所道路管理課長 松田　道雄

委　員 秋田県建設部道路課道路環境・維持班副主幹 石川　康樹

委　員 秋田県警察本部交通部交通規制課課長補佐 深井　　正

委　員 仙北市ＰＴＡ連合会長 橋本　　護

委　員 美郷町ＰＴＡ連合会長 髙橋　智晴

委　員 仙北市教育委員会教育総務課北浦教育文化研究所長 三浦　政喜

委　員 美郷町教育委員会教育総務課教育総務班長 照井　　修

委　員 秋田県教育庁義務教育課指導班指導主事 三洲　龍太

委　員 秋田県教育庁南教育事務所仙北出張所指導主事 山口　晃正

委　員 秋田県教育庁保健体育課長 高橋　周也
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　県教育委員会は、事業の円滑な実施を図るため、県道路管理者、県警察本部、大学関係者及び市

町教育委員会等で構成される推進委員会を開催した。

１　第１回推進委員会

　⑴　開催日時

　　　平成30年７月20日（金）

　　　午後１時30分から午後３時まで

　⑵　開催場所

　　　秋田県庁第２庁舎　高機能会議室

　⑶　開催内容

ア　平成30年度通学路安全推進委員会要綱の制定

　緊急合同点検の枠組みを活用し、計画的、継続的な取組を推進する「通学路安全推進事業」

の円滑な実施を図ることを趣旨とした要綱を制定した。

　委員長には学識経験者として、秋田大学理工学部システムデザイン工学科教授浜岡秀勝氏が

選任された。

イ　通学路安全推進事業の実施地区の選定と事業内容説明

　平成30年度に事業を実施するモデル地域に仙北市、美郷町の２市町を選定し、通学路安全対

策アドバイザーを派遣しての合同点検や危険箇所に対する実地調査、危険箇所対策の協議、歩

行環境シミュレータを活用した交通安全教育の実施について事務局が説明した。

ウ　通学路安全対策アドバイザーの委嘱

　前年度に引き続き、元秋田県警察官の川

尻佳孝氏の通学路安全対策アドバイザーの

委嘱について承認を得た。

エ　事業に関する意見

　委員からは、次の意見が出された。

・シミュレータを使用した教育は、自分の

経験として残る有効なものであるので、

できるだけ経験する機会を増やせるよう

に努力してもらいたい。

・通学路安全推進事業は、今年で６年目を迎えるが、過去に実施した市町村のフォローアッ

プを考えてもらいたい。

Ⅲ　推進委員会の開催Ⅲ　推進委員会の開催

通学路安全対策アドバイザー

川尻佳孝  氏

元秋田県警察官

（平成22年退職）

仙北警察署次長、交通部

運転免許センター次長

を歴任
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２　第２回推進委員会

　⑴　開催日時

　　　平成31年１月21日(月)

　　　午後２時から午後３時30分まで

　⑵　開催場所

　　　秋田県庁第２庁舎　高機能会議室

　⑶　開催内容

ア　合同点検の実施について

　仙北市・美郷町の10校・43箇所で実施した合

同点検の結果として、関係機関の対策、通学路安全対策アドバイザーの助言等について説明

した。

イ　登校時間帯の点検について

　登校時間帯における児童の登校状況や交通量等を把握するために実施した登校時間帯の点

検について説明した。

ウ　危険箇所対策の協議会の開催結果について

　協議会を開催し、危険箇所の対策を協議・検討した状況について説明した。 

エ　危険箇所の対策状況について

　合同点検後に、関係機関が講じた危険箇所の対策状況について説明した。

オ　交通安全教育の実施結果について

　警察官、通学路安全対策アドバイザーによる交通安全講話、歩行環境シミュレータの活用

による道路横断時の危険性の擬似体験、児童の反響などについて説明した。

カ　本事業の成果等

○　浜岡委員長からは、本年度の事業の良好点として「合同点検を実施したことで関係機関

の連携が強化されていること」「通学路安全マップについて、より良い活用がされている

こと」などが挙げられた。また、今後の取組として「雪国としての冬季の対応」「通学路

安全マップの事業所との情報共有」などの意見があった。

○　三浦委員からは、仙北市の成果として、「合同点検がハード面の改善につながった。次

年度の予定に組み入れられるなどの進展が見られた」「歩行環境シミュレータを活用して

の交通安全教育により、児童の実践力が高まった」「アドバイザーから交通ルールは破る

と大きなケガや、大切な命を失うことにつながるとの言葉が子どもたちの心に深く染みつ

いた」「アドバイザーの助言により、各学校の通学路安全マップが子どもたちにとってよ

り身近な、機能するものに改善された」などの発表があった。

○　照井委員からは、美郷町の成果として、「合同点検を行い、アドバイザーの助言をいた

だいたことにより、個々の危険箇所を早急に改善することができた」「各学校で通学路安

全マップを作成し、職員等が通学路の危険箇所について情報共有することができた」「歩

行環境シミュレータを利用した交通安全教育は、多様なバージョンでの横断のシミュレー

ションができ、交通ルールについて再認識し、理解を深める良い機会であった」「冬季の

通学路合同点検を実施できればと感じている」などの発表があった。
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　各小学校で抽出した危険箇所のうち、関係機関と対策を協議する必要が認められる箇所について、

通学路安全対策アドバイザーの助言を得ながら、道路管理者、警察等と合同で点検を実施した。

１　実施日　

　　平成30年８月６日（月）から８月９日（木）までの間の４日間

２　実施場所

　○仙北市内の通学路危険箇所　　27箇所（・国道６箇所　・県道４箇所　・市道17箇所）

　○美郷町内の通学路危険箇所　　16箇所（・国道０箇所　・県道７箇所　・町道９箇所）

３　参加機関

　○道路管理者

　　・国土交通省東北地方整備局秋田河川国道事務所角館国道維持出張所

　　・秋田県仙北地域振興局建設部

　　・仙北市建設課　　・美郷町建設課 

　○大仙警察署　　　　　　　○仙北警察署

　○仙北市立小学校（７校) 　○美郷町立小学校（３校)

　○仙北市教育委員会　　　　○美郷町教育委員会　　　　○教育庁保健体育課

４　各学校の主な合同点検実施箇所

Ⅳ　合同点検Ⅳ　合同点検

◇角館小学校 (交通量が多い丁字路） ◇中川小学校 (道幅が狭い市道）

◇白岩小学校 (大型車の通行が多い県道） ◇生保内小学校 (見通しが悪い丁字路）
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◇神代小学校（高速車両が多い市道） ◇西明寺小学校 (交通量が多い国道 )

◇仙南小学校 (高速車両が多い町道 ) ◇仙南小学校 (道幅が狭い県道）

◇桧木内小学校 (腐食破損したガードレール） ◇六郷小学校 (交通量が多い町道）

◇千畑小学校 (交通量の多い県道 ) ◇千畑小学校 (転落の危険性がある用水路）
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合
同

点
検

実
施

状
況

一
覧

表
合

同
点

検
実

施
状

況
一

覧
表

〈
仙

北
市
〉

学
校
名

点
　

検
　

箇
　

所
通
学
路
の
状
況
・
危
険
の
内
容

対
　

策
　

内
　

容
結
　
　
　
　
　
　
果

角
館
小

市
道
荒

屋
敷

３
号

線
「
妙
教
寺
」
北
側
の

水
路
周
辺

・
水
路
沿
い
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
崩
落
し
て
い
る
部
分
が
あ

る
。

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
補
修
を
検
討
。

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
補
修
を
検
討
中
。

国
道
3
4
1
号
線

バ
ス
停
「
警
察
署
前
」

付
近
の
用
水
路

・
水
路
前
の
柵
が
壊
れ
て
い
る
。

・
柵
の
補
修
の
検
討
。

・
注
意
喚
起
の
看
板
を
設
置
す
る
。

・
柵
を
補
修
。

・
注
意
喚
起
の
看
板
を
増
設
。

市
道
内
川
線

「
角
館
高
校
定
時
制
」

北
東
角
の
十
字
路

・
登
校
時
は
、
朝
日
で
信
号
機
の
視
認
性
が
悪
い
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
で
対
応
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
。

国
道
3
4
1
号
線

荒
屋
敷
交
差
点

（
県
道
と
の
丁
字
路
）

・
県
道
を
横
断
す
る
児
童
が
多
い
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
で
対
応
。

・
横
断
歩
道
の
再
塗
装
を
検
討
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
。

・
横
断
歩
道
の
再
塗
装
。

国
道
4
6
号
線

西
長
野
熊
堂
地
内

ス
ク
ー
ル
バ
ス
停
車
帯

・
1
5
名
の
児
童
が
バ
ス
を
利
用
し
て
お
り
、
遠
回
り
に
な
る

横
断

歩
道

を
使

用
し

な
い

で
横

断
し

て
い

る
児

童
が

い
る
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
で
対
応
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
。

市
道

西
勝
楽
町
地
内
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀

・
道
路
脇
に
高
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
続
い
て
い
る
。

・
通
学
路
か
ら
除
外
す
る
。

・
通
学
路
か
ら
除
外
し
、
児
童
及
び
保
護
者
へ
周
知
。

中
川

小

県
道
日

三
市

角
館

線
バ
ス
停
「
下
高
屋
」
付
近

・
一
部
の
道
幅
が
極
端
に
狭
い
。

・
道
路
の
拡
幅
を
検
討
。

・
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
、
外
側
線
の
再
塗
装
を
検
討
。

・
道
路
拡
幅
の
た
め
の
調
査
継
続
中
。

・
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
、
外
側
線
の
再
塗
装
検
討
中
。

県
道
日

三
市

角
館

線
「
中
川
駐
在
所
」
付
近

・
道
幅
が
狭
く
カ
ー
ブ
が
多
い
。

・
一
部
の
速
度
規
制
標
識
の
表
示
が
、
薄
く
な
っ
て
い
る
。

・
道
路
標
識
の
更
新
を
検
討
。

・
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
、
外
側
線
の
再
塗
装
検
討
。

・
道
路
標
識
の
更
新
を
検
討
中
。

・
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
、
外
側
線
の
塗
装
。

市
道

「
中
川
集
落
セ
ン
タ
ー
」

か
ら
「
中
川
小
学
校
」

付
近

・
道
幅
が
狭
く
、
中
川
集
落
セ
ン
タ
ー
の
反
対
側
は
足
下
が

悪
い
。

・
中
川
集
落
セ
ン
タ
ー
前
に
駐
車
し
て
い
る
車
両
が
道
路
に

近
い
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
で
対
応
（
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
活
用
）
。

・
中
川
集
落
セ
ン
タ
ー
駐
車
関
係
者
へ
駐
車
方
法
変

更
の
依
頼
。

・
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
再
塗
装
を
検
討
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
。

・
駐
車
位
置
を
変
更
。

・
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
再
塗
装
検
討
中
。

市
道

安
久
戸
十
字
路
か
ら
県

道
日
三
市
角
館
線

（
電
子
部
品
工
場
付
近
）

・
道
幅
が
狭
く
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
車
両
の
通
行
が
多
い
。

・
ゾ
ー
ン
3
0
、
通
学
路
の
周
知
強
化
を
検
討
。

・
注
意
喚
起
の
看
板
の
増
設
。

・
ゾ
ー
ン
3
0
の
再
塗
装
。

白
岩

小

県
道
白
岩
角
館
線

白
岩
角
館
線
と
大
曲
田

沢
湖
線
の
丁
字
路

・
白
岩
角
館
線
か
ら
通
行
す
る
車
両
か
ら
左
右
が
見
え
に
く

い
。

・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
良
好
な
視
認
性
の
確
保
。

・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
計
画
的
な
洗
浄
検
討
中
。

市
道

白
岩
５
区
小
学
校
前
十

字
路

・
朝
、
児
童
が
横
断
す
る
時
間
帯
の
交
通
量
が
多
い
。

・
停
止
線
、
横
断
歩
道
の
再
塗
装
検
討
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
で
対
応
。

・
停
止
線
、
横
断
歩
道
の
再
塗
装
検
討
中
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
。

市
道

「
白
岩
小
百
合
保
育
園
」

脇
の
幹
線
水
路

・
落
下
防
止
の
た
め
に
橋
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
掛
け
ら
れ
た

ネ
ッ
ト
が
切
れ
て
い
る
。

・
ネ
ッ
ト
の
補
修
。

・
ネ
ッ
ト
の
掛
け
替
え
実
施
。

県
道
大

曲
田

沢
湖

線
角
館
白
岩
前
郷
付
近

・
道
幅
が
狭
く
大
型
車
の
通
行
が
多
い
。

・
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
、
外
側
線
の
塗
装
検
討
。

・
通
学
路
を
認
識
さ
せ
る
工
夫
検
討
。

・
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
、
外
側
線
の
塗
装
検
討
中
。

・
の
ぼ
り
旗
等
の
設
置
を
検
討
中
。

桧
木
内
小

市
道
旧
1
0
5
号
線

畑
中
地
内
「
山
口
橋
」

付
近
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
腐
食
し
破
損
し
て
い
る
。

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
補
修
を
検
討
。

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
補
修
を
検
討
中
。

市
道
旧
1
0
5
号
線

山
口
地
内
か
ら
相
内
地
内

・
外
側
線
が
消
え
た
り
見
え
に
く
い
。

・
外
側
線
の
再
塗
装
検
討
。

・
外
側
線
の
再
塗
装
検
討
中
。

・
横
断
歩
道
を
再
塗
装
。
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〈
仙

北
市
〉

学
校
名

点
　
検

　
箇

　
所

通
学
路
の
状
況

・
危
険
の
内
容

対
　
策

　
内

　
容

結
　
　
　
　
　
　
果

生
保
内
小

市
道

生
保
内
武
道
館
付
近
の

丁
字
路

・
優
先
道
路
へ
出
る
際
、
見
通
し
が
悪
い
。

・
優
先
道
路
前
に
ド
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
塗
装
検
討
。

・
ド
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
塗
装
。

市
道

小
学
校
と
中
学
校
間
の

道
路

・
登
校
時
、
バ
ス
か
ら
降
り
た
児
童
が
最
寄
り
の
横
断
歩
道
ま

で
5
0
ｍ
く
ら
い
、
車
道
左
側
を
歩
行
し
て
い
る
。

・
児

童
へ

の
交

通
安

全
指

導
で
対

応
（
降

車
場

所
で

の
安
全
確
認
後
の
道
路
横
断
）
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
。

市
道

「
武
蔵
野
第
一
会
館
」

付
近
の
丁
字
路

・
優
先
道
路
へ
出
る
際
、
見
通
し
が
悪
い
。

・
グ
レ
ー
チ
ン
グ
に
隙
間
が
あ
る
。

・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
を
検
討
。

・
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
補
修
を
検
討
。

・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
を
検
討
中
。

・
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
補
修
。

市
道

男
坂
地
内
空
き
地

・
通

学
路

沿
い
の

敷
地

で
三

方
向

を
高

い
ブ
ロ
ッ
ク
塀

が
囲

ん
で
い
る
。

・
立
ち
入
ら
な
い
措
置
を
検
討
。

・
所
有
者
に
見
守
り
を
依
頼
。

国
道
3
4
1
号
線

バ
ス
停

「
営
林
署
角
」

付
近
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

・
歩
道
脇
に
高
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
あ
る
。

・
児
童
へ
の
交
通
安

全
指
導
で
対
応
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
。

市
道

男
坂
地
内

「
Ｊ
Ｒ
田
沢

湖
駅
」
前
通
り
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀

・
歩
道
脇
に
高
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
あ
る
。

・
児
童
へ
の
交
通
安

全
指
導
で
対
応
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
。

神
代

小
市
道

岡
崎
地
内
十
字
路

・
児

童
が

バ
ス
停

に
行

く
た
め
、

高
速

で
車

が
走

行
す

る
市

道
を
横

断
し
て
い
る
が
、

児
童

の
動

線
上

に
横

断
歩

道
が

な
い
。

・
道

路
の

形
状

変
更

が
で
き
れ

ば
、

横
断

歩
道

の
位

置
変
更
を
検
討
。

・
バ
ス
停
の
増
設
を
検
討
。

・
バ
ス
停
の
増
設
を
検
討
中
。

西
明
寺
小

市
道

「
西
木
公
民
館
」
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀

・
公
民
館
沿
い
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
長
く
続
い
て
い
る
。

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
問
題
が
な
い
こ
と
を
確
認
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
で
対
応
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
。

国
道
1
0
5
号
線

「
西
木
庁
舎
」
前
十
字
路

・
信

号
機

の
あ
る
交

差
点

で
あ
る
が
、

登
校

時
間

帯
の

交
通

量
が
多
い
。

・
停
止
線
、
横
断
歩
道
の
再
塗
装
検
討
。

・
市
道
側
の
外
側
線
の
再
塗
装
検
討
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
で
対
応
。

・
停
止
線
、
横
断
歩
道
再
塗
装
。

・
外
側
線
の
再
塗
装
を
検
討
中
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
。

国
道
1
0
5
号
線

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

前
十
字
路

・
信

号
機

の
あ
る
交

差
点

で
あ
る
が
、

登
校

時
間

帯
の

交
通

量
が
多
い
。

・
停
止
線
、
横
断
歩
道
の
再
塗
装
検
討
。

・
市
道
側
の
外
側
線
の
再
塗
装
検
討
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
で
対
応
。

・
停
止
線
、
横
断
歩
道
の
再
塗
装
。

・
市
道
側
の
外
側
線
の
再
塗
装
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
。

市
道

「
上
荒
井
神
社
」
付
近

・
グ
レ
ー
チ
ン
グ
に
隙
間
が
あ
る
。

・
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
補
修
を
検
討
。

・
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
補
修
。
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〈
美

郷
町
〉

学
校
名

点
　

検
　

箇
　

所
通
学
路
の
状
況
・
危
険
の
内
容

対
　

策
　

内
　

容
結
　
　
　
　
　
　
果

六
郷

小

町
道

「
ど
真
ん
中
駐
車
場
」

前
十
字
路

・
通
行
す
る
児
童
が
多
く
、
信
号
待
ち
の
際
交
差
点
内
に
は

み
出
し
て
車
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
が
あ
る
。

・
デ
リ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置
を
検
討
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
で
対
応
。

・
デ
リ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
。

町
道

米
町
十
字
路

・
横

断
歩

道
前

に
児

童
が

待
機

す
る

ス
ペ

ー
ス

が
少

な
く
、

民
家
車
庫
前
で
デ
リ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置
が
で
き
な
い
。

・
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
、
外
側
線
、
ド
ッ
ト
ラ
イ
ン
の

塗
装
の
検
討
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
で
対
応
。

・
ス

ト
ッ

プ
マ

ー
ク

、
外

側
線

、
ド

ッ
ト

ラ
イ

ン
の

塗
装

。
・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
。

町
道

商
工
会
前
十
字
路

・
商
工
会
脇
の
道
路
が
狭
く
、
交
通
量
が
多
く
危
険
で
あ
る
。

・
外
側
線
の
設
置
を
検
討
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
で
対
応
。

・
外
側
線
の
塗
装
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
。

町
道

新
町
十
字
路

・
児
童
が
右
側
通
行
を
し
て
交
差
点
を
横
断
す
る
際
、
延
長

上
に
横
断
歩
道
が
な
く
、
迂
回
す
る
こ
と
が
危
険
で
あ
る
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
で
対
応
（
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
活
用
）
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
。

仙
南

小

町
道

「
仙
南
す
こ
や
か
園
」

前
十
字
路

・
高
速
走
行
す
る
車
が
多
い
信
号
機
の
あ
る
交
差
点
で
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
児
童
が
一
時
期
に
集
中
す
る
。

・
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
、
外
側
線
の
塗
装
の
検
討
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
で
対
応
。

・
ス

ト
ッ

プ
マ

ー
ク

、
外

側
線

、
ド

ッ
ト

ラ
イ

ン
の

塗
装

。
・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
。

県
道
熊
堂
六
郷
線

「
神
明
社
」
付
近

・
緩
い
カ
ー
ブ
で
高
速
走
行
の
車
が
多
い
が
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
バ
ス
停
が
あ
り
児
童
が
横
断
し
て
い
る
。

・
ダ

イ
ヤ

マ
ー

ク
を

含
む

横
断

歩
道

の
再

塗
装

を
検

討
。

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
バ
ス
停
の
表
示
。

・
横
断
歩
道
、
ダ
イ
ヤ
マ
ー
ク
の
再
塗
装
。

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
バ
ス
停
の
表
示
を
検
討
中
。

県
道
熊
堂
六
郷
線

金
沢
西
根
地
内

（
二
ッ
柳
・
笹
巻
地
区

境
界
）

・
緩
い
カ
ー
ブ
で
高
速
走
行
の
車
が
多
い
が
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
バ
ス
停
が
あ
り
児
童
が
横
断
し
て
い
る
。

・
ダ

イ
ヤ

マ
ー

ク
を

含
む

横
断

歩
道

の
再

塗
装

を
検

討
。

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
バ
ス
停
の
表
示
。

・
横
断
歩
道
、
ダ
イ
ヤ
マ
ー
ク
の
再
塗
装
を
検
討
中
。

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
バ
ス
停
の
表
示
を
検
討
中
。

県
道
熊
堂
六
郷
線

「
金
沢
西
根
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
付
近

十
字
路

・
信
号
の
あ
る
交
差
点
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
停
が
あ
る
道
路
で

あ
る
が
、
高
速
走
行
の
車
が
多
い
。

・
ダ

イ
ヤ

マ
ー

ク
を

含
む

横
断

歩
道

の
再

塗
装

を
検

討
。

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
バ
ス
停
の
表
示
。

・
横
断
歩
道
、
ダ
イ
ヤ
マ
ー
ク
の
再
塗
装
。

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
バ
ス
停
の
表
示
を
検
討
中
。

県
道
川
西
六
郷
線

上
深
井
地
内
Ｙ
字
路

・
Ｙ

字
路

で
見

通
し

が
悪

く
、

道
幅

が
狭

く
,
車

の
交

通
量

が
多
い
。

・
注
意
喚
起
の
看
板
設
置
を
検
討
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
で
対
応
。

・
注
意
喚
起
の
看
板
設
置
を
検
討
中
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
。

町
道

「
橋
本
橋
」
付
近
丁
字
路

・
橋
が
道
路
よ
り
高
い
た
め
、
付
近
丁
字
路
の
視
認
性
が
悪

い
。

・
注
意
喚
起
の
方
法
を
検
討
。

・
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
再
塗
装
。

町
道

中
野
際
十
字
路

・
高
速
で
走
行
す
る
車
が
多
い
が
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
バ
ス

停
が
あ
り
児
童
が
横
断
し
て
い
る
。

・
注
意
喚
起
の
看
板
、
横
断
歩
道
設
置
を
検
討
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
で
対
応
。

・
注
意
喚
起
の
看
板
、
横
断
歩
道
設
置
を
検
討
中
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
。

千
畑

小

県
道
大
曲
田
沢
湖

線
波
花
一
丈
木
地
内

・
登
校
時
間
帯
の
交
通
量
が
多
い
が
、
道
幅
が
狭
い
。

・
横
断
歩
道
標
識
が
木
の
枝
で
視
認
性
が
悪
い
。

・
注
意
喚
起
の
看
板
、
ド
ッ
ト
ラ
イ
ン
、
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
の
設
置
を
検
討
。

・
木
の
枝
を
取
り
除
い
て
横
断
歩
道
標
識
の
視
認
性

の
確
保
を
検
討
。

・
注
意
喚
起
の
看
板
、
ド
ッ
ト
ラ
イ
ン
、
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
の
設
置
を
検
討
中
。

・
木
の
枝
を
取
り
除
い
て
横
断
歩
道
標
識
の
視
認
性
を

確
保
。

県
道
角
館
六
郷
線

「
真
昼
荘
」
付
近

・
交
通
量
が
多
く
、
道
幅
が
狭
い
。

・
道
路
の
拡
幅
の
計
画
を
確
認
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
で
対
応
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
。

・
計
画
さ
れ
て
い
る
道
路
拡
幅
工
事
の
実
施
待
ち
。

町
道

「
ト
イ
レ
パ
ー
ク
塚
」

付
近

・
側
溝
に
蓋
、
柵
が
な
く
落
下
す
る
危
険
が
あ
る
。

・
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
設
置
を
検
討
。

・
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
設
置
を
設
置
。

町
道

「
Ｊ
Ａ
畑
屋
」
付
近

十
字
路

・
一
方
の
停
止
線
が
、
脇
道
の
関
係
で
交
差
点
の
か
な
り
手

前
に
あ
る
。

・
停
止
線
の
位
置
の
変
更
を
検
討
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
で
対
応
。

・
停
止
線
の
位
置
の
変
更
を
検
討
中
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
。

町
道

「
八
幡
神
社
」
付
近

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
バ
ス
停
が
あ
る
が
、
Ｓ
字
の
道
路
で
見

通
し
が
悪
く
交
通
量
が
多
い
た
め
横
断
し
づ
ら
い
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
で
対
応
。

・
道
路
状
況
の
改
善
を
検
討
。

・
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
。

・
道
路
の
拡
幅
・
横
断
歩
道
の
設
置
を
検
討
中
。
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　合同点検を実施した危険箇所のうち、登校時間帯における交通の実態と児童の登校状況を把握す

る必要がある場所を通学路安全対策アドバイザーが点検し、学校が実施する対策と関係機関に要望

する対策について助言した。

１　実施月日及び実施場所

実施小学校 実　施　日 実　　施　　場　　所

仙南小学校 10月15日（月） 「仙南すこやか園」前十字路（町道）

神代小学校 10月19日（金) 田沢湖岡崎地内十字路（市道）

六郷小学校 11月13日（火) 「ど真ん中駐車場」前十字路（町道）

２　実施状況

　通学路安全対策アドバイザーが児童の登校実態と交通量等を調査し、学校でとるべき対策、関

係機関に要望する対策等について助言した。

　学校に助言した主な対策としては、道路管理者への道路標示及び巻き込み防止措置要望、児童

への交通安全指導等であった。

Ⅴ　登校時間帯の点検Ⅴ　登校時間帯の点検

仙南小学校

六郷小学校

神代小学校
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～仙北市立神代小学校～

１　はじめに

　神代小学校は、昭和38年に梅沢・小松・岡崎三小学校統合により創立し、今年55年目を迎える。

平成21年12月25日に竣工となった現校舎での生活も９年目に入った学校で、児童数178名、10学

級（うち特別支援学級２）の小規模校である。

　校舎はのどかな田園風景に包まれており、四季を通じて秋田駒ヶ岳の美しさを望むことができ

る。この地域は玉川・桧木内川に囲まれており、院内川と才津川の支流が貫き、合流して桧木内

川に注ぐ肥沃な田園地帯である。ＪＲ田沢湖線に並行して国道46号線が学区内を走っており、幹

線道路沿いに住宅の集中が見られる。

　学区は校舎を中心に、東西に各約５㎞、南に約２㎞、北に約６㎞の広がりをもっている。学区

が広いこともあり、児童の通学方法は、11月中旬までは、路線バス２系統、デマンドバス２系統、

４年生以上の自転車通学及び自家用車での送迎となっている。また、自転車に乗れない冬季には、

さらに冬季スクールバス３系統が加わり、複雑な通学形態を抱える学校である。そのため、登下

校の安全対策については常時検討しているところである。

２　学校における通学路の点検と安全指導

　年度当初に、転入職員による地域の確認と合わせて、通学路等の確認・点検を実施しているほ

か、ＰＴＡ校外指導部会を開催し、地区の危険箇所などの情報共有、年間の活動計画等の作成を

している。

　４月に、仙北警察署・仙北市交通安全母の会・仙北地区安全運転管理者協会田沢湖支部・ＰＴ

Ａ校外指導部の協力を得て、全校での交通安全教室を実施している。また、９月に、仙北警察署・

仙北地区交通安全協会神代支部・角館自動車学校の協力の下、実際に自転車を持ち込んで角館自

動車学校教習コースを会場に体験型交通安全教室を中学年を対象に実施している。

　その他、全国交通安全運動期間中に、ＰＴＡ校外指導部・仙北市交通安全母の会・教職員によ

る街頭指導を実施しているほか、下校時における教職員による巡回指導等も随時実施するなど児

童の安全確保に努めている。

　これまでの安全教育の実績が認められ、平成27年度交通安全優良学校（東北管区表彰）、平成

29年度交通安全優良学校（全国表彰）に輝いている。

３　合同点検及び登校時間帯点検の状況

　危険箇所として神代小学校から要望のあった仙北市田沢湖岡崎地内の市道十字路交差点を、重

点対策箇所として登校時間帯の実地調査を行った。

　⑴　点検箇所

　　　市道「神代西明寺線」の十字路交差点（仙北市田沢湖岡崎地内）

　⑵　現状

ア　児童は、バス通学のため市道「神代西明寺線」を横断してバス停に向かっている。

Ⅵ　危険箇所対策の協議Ⅵ　危険箇所対策の協議
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イ　市道は、神代地区と西明寺地区を結

ぶ利便性の高い道路で、朝の通学時間

帯は高速で走行する車両が多い。

ウ　児童が市道を横断する動線上に、横断

歩道は設置されていない。

　⑶　対策の必要性

　車両が高速で走行する市道を児童が横断

していることから危険であり、安全を確保

するための対策が必要と認め、協議会を開

催し検討することとした。

４　協議会の開催状況

　⑴　開　催　日　　平成30年11月27日（火）                                               

　⑵　参加機関等　　通学路安全対策アドバイザー、仙北市ＰＴＡ連合会                       

　　　　　　　　　　国土交通省東北地方整備局秋田河川国道事務所角館国道維持出張所         

　　　　　　　　　　仙北警察署、仙北地域振興局建設部、仙北市総合防災課・建設課           

　　　　　　　　　　仙北市教育委員会、仙北市校長会、教育庁保健体育課                     

　⑶　主な協議内容

　児童が安全に通学するためにどのよな対

策を講じればよいかを協議した。

　協議では、「横断歩道を設置するには、

横断待ちスペース確保の工事が必要であ

る」「道路を横断させず反対側にもバス停

を設置する」等の提案がなされ、仙北市で

検討することとした。

　なお、対策が行われるまでは、学校にお

いて継続して、児童に対する交通安全指導

を徹底することとした。

５　協議を終えて

　この度、神代小学校で懸案となっていた危

険箇所の問題について、関係者が一堂に会し

て協議を行ったことは、問題点の対策を進め

るだけでなく、地域の子どもの安全に関して、

情報共有と連携強化においても有意義であっ

た。

登校時間帯の実地調査

協議会
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　合同点検後から平成30年12月末までに、関係機関が通学路における危険箇所の改善に取り組んだ

状況の一例です。

Ⅶ　危険箇所改善の取組Ⅶ　危険箇所改善の取組

【六郷小学校区内町道】 巻き込み防止のデリネーターを設置

【仙南小学校区内町道】 ストップマーク・外側線・ドットラインを設置

【千畑小学校区内町道】 転落防止用のガードパイプを設置

【角館小学校区内国道】 横断歩道の再塗装
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【中川小学校区内県道】 外側線・ドットラインを設置

【白岩小学校区内市道】 転落防止用のネットの張り替え

【生保内小学校区内市道】 蓋を設置

【西明寺小学校区内市道】 蓋を設置
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１　はじめに

　通学路の安全対策に加え、児童の判断力の向上と規範意識の醸成を目的として、仙北市と美郷

町の全10小学校において、歩行環境シミュレータ「わたりジョーズ君」を活用した交通安全教室

を実施した。

２　交通安全教室実施状況

学　　校　　名 実 施 日 対　象 人　数

美郷町立千畑小学校 ９月14日(金) １～２年 83

美郷町立仙南小学校 10月15日(月) １～２年 83

仙北市立白岩小学校 10月18日(木) １～２年 20

仙北市立神代小学校 10月19日(金) １～２年 58

仙北市立桧木内小学校 10月26日(金) １～３年 30

仙北市立角館小学校 11月５日(月) 　　２年 61

仙北市立西明寺小学校 11月７日(水) １～２年 44

美郷町立六郷小学校 11月13日(火) １～２年 79

仙北市立中川小学校 11月20日(火) １～６年 39

仙北市立生保内小学校 11月21日(水) １～２年 54

（計551人）

３　参加者

　通学路安全対策アドバイザー、大仙警察署警察官、仙北警察署警察官、横手精工株式会社職員、

秋田県教育庁保健体育課職員、仙北市教育委員会職員、美郷町教育委員会職員、各小学校職員

４　概要

⑴　校長先生の話

⑵　警察官の講話

⑶　歩行環境シミュレータ

　　「わたりジョーズ君」体験

⑷　通学路安全対策アドバイザーの講話

⑸　児童の感想発表

Ⅷ　「歩行環境シミュレータ」を活用した交通安全教育Ⅷ　「歩行環境シミュレータ」を活用した交通安全教育

千畑小学校 中川小学校

桧木内小学校
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５　歩行環境シミュレータ「わたりジョーズ君」体験

　同シミュレータは、秋田大学と横手精工株式会社が研究開発したもので、三次元ＣＧによる擬

似的交通環境を再現し、実際の道路を横断しているかのような体験ができる装置である。体験者

の身体運動・動作のタイミングを測定し、車道横断に必要な歩行能力と判断能力をチェックする

とともに、体験後には、リプレイ映像や結果表の出力により、交通安全に関する効果的な指導が

可能となっている。

　横手精工株式会社の鈴木由香里さん、米谷恵子さんの進行により、代表の子どもたちが順番に

体験を行った。体験にあたっては、「友だちが体験しているときに、自分だったらどう行動する

かを考えながら見ましょう」と、子どもたちへ呼びかけることで体験者のみならず、参加者全員

が横断をしているような感覚で活動を行うことができた。

　歩行環境シミュレータは、冬の横断歩道、夕方や夜間の横断歩道、友たちがどんどん渡って反

対側から声をかける場面など、実に多様な環境が再現できるようになっている。体験した子ども

たちは、車両の様子に注意しながら安全の判断を行うなど、状況に対応して行動しなければなら

ないことを学ぶことができた。

６　通学路安全対策アドバイザーの講話

　交通事故を防止するために、分かりやすくお

話ししていただいた。

　「学校生活やスポーツにもルールがあるけれ

ど、守らなかったといって命まで落とすことは

ありません。でも、交通安全のルールは、それ

を守らないと、大きなけがをしたり、場合によっ

ては命を落とすことだってあります。ですから、

しっかりと交通安全のルールを守って、自分の

命を守ってください。」

神代小学校

西明寺小学校千畑小学校
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７　児童の感想

　わたしはわたりジョーズくんのきかいがとてもむずかしかったです。それは、トラック
がじゃまして、車がみえづらかったからです。そのおかげでふざけていると、車にひかれ
るかもしれないから、いのちのきけんにもなるのがわかりました。きんちょうしたけどやっ
てみれば、たのしかったです。 （千畑小学校　２年）

　今日わたしは、こうつうあんぜんきょうしつで、二つのことがわかりました。しっかり
右、左、右をみてわたっているときも車がきゅうにきたらあぶないので、わたってもかく
にんすることです。くびを大きくうごかしてみることも知りました。学校に行くときもしっ
かりかくにんすることをがんばりたいです。 （仙南小学校　２年）

　わたしは、交つうあんぜんきょうしつで、さいごの人のお話を聞いて、ちゃんと、右と
左をかくにんしなきゃいけないんだなと思いました。たまに、見てないことがあったので、
こんどからは、右と左をよく見ようと思いました。これからは、交つうルールをまもって
せいかつをしたいです。 （白岩小学校　２年）

　きょういのちをまもるべんきょうをやれてよかったです。わたりじょうずくんをやるま
えは、むずかしそうでどきどきしたけど、だんだんたのしくなってあんぜんにわたれてよ
かったです。ななめにわたるといけないってことがわかりました。 （神代小学校　１年）

　わたしは、きょう、こうつうあんぜんきょういくをやって、きんちょうしました。でも
たのしかったです。こうつうあんぜんきょういくをやって、これからもみぎひだりをみて
手をあげてやっていこうとおもいます。 （桧木内小学校　１年）

　しんごうがあおになっても、右、左を、ちゃんと見てから、わたることがよくわかりま
した。わたっているときもかくにんしてからわたることもわかりました。学校に行くとき
とか帰るときも、交つうルールをまもっていこうと思いました。 （角館小学校　２年）

白岩小学校仙南小学校千畑小学校

角館小学校桧木内小学校神代小学校
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８　おわりに

　交通安全教室は、秋に開催したことから、春の交通安全教室で学んだことを思い出しながらの

実施となった。様々な道路環境を再現できる「わたりジョーズ君」を活用したことで、天候や時

間帯による明暗、交通量の多い交差点など状況により、注意しなければならないことが変わるこ

となどを、友だちの体験も見ながら学ぶことができた。

　また、通学路安全対策アドバイザー、校長先生、警察官のそれぞれの視点からのお話を聞くこ

とができ、子どもたちの交通安全意識の向上につながった。

　こうつうあんぜんきょうしつで、どうろをわたるときにさゆうをしっかりかくにんする
ことがだいじだとわかりました。これからは、べんきょうしたことをいかして、こうつう
ルールをまもりたいです。きょうはありがとうございました。 （中川小学校　１年）

　わたりジョーズくんが、リアルでした。さいしょは、こわかったけど、さいごまででき
たのでたのしかったです。ダメなわたり方もわかって、よかったです。こんど一年生のお
てほんになるようにがんばりたいです。 （生保内小学校　２年）

　わたしのお家の前には、公園があります。公園であそぶ時、いつもは、すこししか見て
いないので、つぎに公園であそぶ時はじっくり右左を見るようにやってみます。わたしは、
わたりジョーズくんで道ろを、わたる時、やっぱり右、左をじっくり見るのが大切だなあ
と分かりました。これからは、右、左を見るくせをつけたいです。こんど友だちの家に行
く時はかならず、こうつうルールをまもっていきたいです。あとお家の人にも今日やった
ことをぜんぶ教えたいです。 （西明寺小学校　２年）

　わたしは、こうつうきょうしつで、わたり方がくわしくわかりました。おうだんほどう
のときも右と左も見てわたるといいとおもいました。前は右と左をくりかえして見ておう
だんほどうをわたるのを、わかっていなかったのでうれしかったです。
 （六郷小学校　２年）

中川小学校六郷小学校西明寺小学校

生保内小学校
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Ⅸ　通学路安全マップⅨ　通学路安全マップ

　日々、子どもたちが通う通学路は、安全で安心な道路でなければなりませんが、通学路には危険

がたくさんあります。

　「通学路安全マップ」は、通学路や地域などで交通事故の発生しやすい場所、犯罪が起こりやす

い危険な場所や安全な場所などを示した地図です。

　これを活用することで、子どもたちが通学路の危険箇所等を把握することができ、登下校時や生

活の中での交通事故や犯罪被害を防ぐことができます。

　また、地域の皆さんへ配付することで、地域で子どもたちの安全・安心を守ることができます。

　なお、子どもたちが危険を予測し、自ら回避できることを目的に、自身の通学路等における危険

箇所について考え、話し合ったり、危険の理由を発表したりして、子どもたち自ら作成に関わるマッ

プにも取り組んでいます。

　各小学校の「通学路安全マップ」(学校安全マップ・危険箇所マップ)や子どもたちが作成に関わ

るマップの取組状況を紹介します。

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

❖❖仙 南 小 学 校

　危険箇所について、既存の地図を活用し、各場所ごとに写真と説明付きで表示して

います。（学校区内の１例です。）

角 館 小 学 校

　危険箇所について、多くの場所を交通・建物・水難など分野に分けて、表示してい

ます。（学校区内の１例です。）

中 川 小 学 校

　危険箇所について、全区域を１枚にまとめ、各場所ごとに写真と説明付きで表示し

ています。

白 岩 小 学 校

　学校の廊下に掲示しているマップには、「子ども110番の家」について写真付きで表

示しています。また、子どもたちが危険箇所について考え発表するとともに、危険の

理由を記載して、マップに貼り付ける取組をしています。

六 郷 小 学 校

　地区ごとに子どもが危険箇所について話し合い発表するとともに、危険の理由を記

載して、マップに貼り付ける取組をしています。また、教員が実際の危険箇所の写真

を用いて、子どもに危険の理由を質問、説明する取組をしています。

千 畑 小 学 校

　地区児童会で身近な地域の危険箇所を確認したり、自分の通学路の危険な場所や安

全な場所を考えたりしました。社会科の地図学習で学んだことを生かして、地域の「安

全マップづくり」に取り組んでいます。
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白岩小学校

千畑小学校

六郷小学校
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※　通学路の交通安全の確保に関する有識者懇談会とは

　平成24年４月に京都府亀岡市で発生した登校中の児童等の列に自動車が突入した交通事故をは

じめ、児童等が巻き込まれる痛ましい交通事故が相次いだことから、文部科学省、国土交通省、

警察庁では、相互に連携し、緊急合同点検をはじめとした通学路の交通安全の確保に関する取組

を行うこととした。

　通学路の交通安全の確保に関する有識者懇談会は、文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教

育課が、国土交通省及び警察庁の協力を得て、合同点検後の各地における対策の検討の参考とし

てもらうため、教育、交通工学、交通規制等の各分野の有識者から、

・　安全な通学路の在り方、学校における交通安全教育の在り方

・　通学路の交通安全を図るための道路交通環境整備、交通規制の在り方

・　対策を効果的に進めるための関係機関等の連携の在り方、地域住民・保護者の役割 

等について意見を聴取するために実施された。

Ⅹ　資料編１　　Ⅹ　資料編１　　

通学路の交通安全の確保に関する有識者懇談会　意見のポイント

                      　　　　　　　　　　　　　 　

１．「子どもの命を守る」ための道路交通環境の整備について

　⑴　「歩行者と車両の分離」と「自動車の速度の低減」が重要

　⑵　生活道路の通学路においては、ゾーン対策が効果的

　⑶　ハンプや狭さくなどの各対策の特徴を理解し、適切な対策を選択することが重要

　⑷　対策の普及のためには、対策効果の検証が必要

　⑸　「子どもの命を守る」というメッセージを明確に打ち出すことが重要

２．関係機関等の連携・協力による地域全体の安全確保について

　⑴　コーディネータ、リーダーの存在や受け皿となる窓口の一本化が必要

　⑵　地域住民、保護者の協力・参画による地域の合意形成が必要

　⑶　学校やＰＴＡが発信源となった合意形成が有効であり、合意形成のルールが必要

　⑷　体系的な行動計画による継続的な取り組みと予算の確保が重要

３．危険性を予測し、自らの身を守るための交通安全教育の効果的な促進について

　⑴　危険を予測し、回避するという交通安全教育の基本の徹底が重要

　⑵　児童生徒・保護者に対するより実践的な交通安全教育・指導が重要

４．その他、自転車利用等について

　⑴　自転車の利用環境を整えるには、道路空間の「整理整頓」が必要

　⑵　登下校時の交通事故特性からみた事故対策の徹底が重要

　　　・第１回懇談会：平成24年６月26日開催　・第２回懇談会：平成24年７月13日開催

　　　・第３回懇談会：平成24年７月17日開催　・意見とりまとめ公表：平成24年８月８日
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通学路の交通安全の確保に向けた着実かつ効果的な取組の推進について

　これまで、通学路における交通安全の確保については、緊急合同点検を実施し、その結果を受け

た対策を推進するとともに、平成25年5月31日には文部科学省、国土交通省、警察庁による今後の

取組に関する通知を発出したところであり、緊急合同点検に基づく対策の実施後においても、各地

域において定期的な合同点検の実施や対策の改善・充実等の取組を継続して推進することが重要で

ある。

　そこで、その取組を着実かつ効果的に実施するために必要と考える基本的な進め方を下記のとお

り文部科学省、国土交通省、警察庁でとりまとめたので、地方自治体等に通知した上で、引き続き

通学路の交通安全の確保に取り組むこととする。

記

１．推進体制の構築

　地域ごとに通学路の交通安全の確保に向けた取組の基本的方針を策定するとともに、策定した

基本的方針に基づく取組を継続して推進するため、関係者で構成し、定期的に開催する協議会を

設置する等推進体制を構築する。

　推進体制の構成は、通学路における安全対策の関係機関となる、教育委員会、学校、ＰＴＡ、警察、

道路管理者を含めることを基本とし、必要に応じて自治会代表者や学識経験者等を加える。推進

体制については、市区町村単位で構成することが望ましい。

　なお、緊急合同点検時に構築した体制等既存組織がある場合は、これを活用する。

２. 基本的方針の策定

　１で構築した推進体制においては、各地域の実情を踏まえた合同点検や対策の改善・充実等の

取組を着実かつ効果的に実施するため、緊急合同点検の枠組みを活用する他、以下の内容を含む

取組の基本的方針を策定する。

　⑴　合同点検の実施方針

　合同点検の実施時期、合同点検の体制、合同点検の実施方法等を定める。

　合同点検の実施時期については、緊急合同点検の実施状況や周辺環境の変化等を踏まえ、毎

平成 25 年 12 月６日

文 部 科 学 省

国 土 交 通 省

警 察 庁

別　　紙

Ⅹ　資料編２Ⅹ　資料編２
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年実施や複数年ごとの実施等、地域の実情に応じて適切に設定する。合同点検の体制は、緊急

合同点検と同様に教育委員会、学校、保護者、警察、道路管理者を含む体制とすることを基本

とする。

　なお、点検の実施に当たっては、通学路の変更箇所や周辺環境に変化のあった範囲を対象と

することの他、地域の実情に応じて、積雪時の危険箇所や自転車通学と輻輳する箇所を重点的

に点検すること等、効率的・効果的な方法を検討することが望ましい。

　⑵　通学路安全確保のためのＰＤＣＡサイクルの実施方針

　合同点検の実施・対策の検討、対策の実施、対策効果の把握、その結果を踏まえた対策の改

善・充実を一連のサイクルとして繰り返し実施すること（ＰＤＣＡサイクル）が継続的な安全

性向上のために必要であることから、これらを取組の基本的な考え方として定める。

　なお、対策の検討、対策の実施、対策効果の把握については、関係者間で連携・協議の上行う。

３．公表等

　⑴　基本的方針の公表

　基本的方針を策定した際には、地域住民、道路利用者等の協力を得るため、推進体制の構成

及び基本的方針をまとめたものを、市区町村のホームページや広報誌等を活用して、適切に情

報発信する。

　なお、基本的方針の名称については、全国で統一されていることが望ましいと考えることか

ら、「（○○市区町村）通学路交通安全プログラム」とすることを推奨する。ただし、既に地域

で同様の基本的方針を定めており、独自の名称がある場合はこの限りではない。

　⑵　対策箇所図、対策一覧表の作成・公表

　合同点検によって抽出した対策必要箇所について、関係機関で認識を共有するため、対策箇

所図及び対策一覧表を作成し、公表する。
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通学路の交通安全確保に向けた取組の更なる推進について

　通学路における交通安全の確保については、平成24年度に実施した緊急合同点検以降も、別添１

（平成25年12月６日の三省庁通知）に基づき継続的に取組が行われているところであるが、平成28

年10月28日には、神奈川県横浜市において登校中の児童の列に車両が突入し、１名が死亡、６名が重

軽傷を負う事故が発生したほか、同年11月２日には、千葉県八街市において同様の事故により４名

が重軽傷を負う事故が発生するなどしており、通学路の交通安全の確保に万全を期す必要がある。

　ついては、今後も、各市町村で策定された通学路交通安全プログラムに基づき、学校、教育委員

会、道路管理者及び都道府県警察が連携して下記の事項に留意の上、通学路の安全確保に向けた取

組を更に推進されたい。

　なお、平成27年度末における、通学路の緊急合同点検結果に基づく対策の実施状況等は別添２及

び３のとおりであるので、併せて通知する。

記

１　緊急合同点検に基づく対策の着実な推進

　緊急合同点検に基づく対策必要箇所のうち、対策未完了箇所については、速やかに対策を実施

すること。対策完了までに相当の期間を要するものについては、スクールガードや見守り隊等の

配置による安全確保等、応急的な対策を検討・実施すること。

２　通学路の交通安全の確保に向けた継続的な取組

　緊急合同点検に基づく対策実施後も、通学路交通安全プログラムに基づき、定期的な合同点検

と対策の実施、対策効果の把握及びそれを踏まえた対策の改善・充実を一連のＰＤＣＡサイクル

として実施し、通学路の交通安全確保について、継続的な取組を推進すること。特に、道路交通

環境の変化や通学路の変更等があった場所については、必要に応じ合同点検を実施し、課題を抽

出した上で必要な対策を検討すること。

　また、この取組を実施するための推進体制が未構築の市町村においては、既存組織の活用も含

め、早急に体制を構築すること。

３　国・私立学校も含めた取組

　公立学校のほか、国・私立学校も推進体制に参画して通学路交通安全プログラムに基づく取組

を実施できるよう、関係部局による連携を強化すること。

平成28年11月28日

文 部 科 学 省

国 土 交 通 省

警 察 庁

別　　紙

Ⅹ　資料編３Ⅹ　資料編３
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